
 

 

 

       

 

日 時：2026 年 2 月 27 日(金)18:30～19:00 

場 所：扇町公園 

 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

  

連合大阪２０２６春季生活闘争総決起集会 

    

集会次第 

18：30  開会挨拶（司会）  （澤谷 誓之 連合大阪 事務局長） 

18：31  主催者挨拶     （井尻 雅之 連合大阪 会長） 

18：36  職場からの決意表明 

①大手労組の立場からの訴え 

（基幹労連：日本製鉄阪神労働組合 組合長 泉谷 浩視 さん） 

         ②中小労組の立場からの訴え 

（自動車総連：富士シート労働組合 竹之内 信司 さん） 

③医療・介護・福祉職場からの訴え 

（自治労：市立池田病院職員組合 横山 由梨子 さん） 

18：50  2026 春季生活闘争アピール（橋本女性委員会委員長、真崎青年委員会委員長） 

18：53  集会宣言（案）採択 （赤坂 賢志 北大阪地域協議会 事務局長） 

18：55  団結ガンバロー   （井尻 雅之 連合大阪 会長） 

18：56  閉会挨拶（司会）  （澤谷 誓之 連合大阪 事務局長） 
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連合大阪 202６春季生活闘争集会宣言（案） 
 

 

2026春季生活闘争は、これからヤマ場を迎える。“賃上げがあたりまえの社会”を実現する、

正念場である。私たちは、すべての働く仲間の生活向上をめざし、デフレマインドを断ち切り、

結果にこだわり、格差是正にこだわる。 

 

 ２年連続で 5％台の賃上げを実現したものの、多くの働く仲間は、生活向上を実感できていない。

誰もが豊かさを実感し、将来への希望と安心感を持てる社会を実現しなければならない。企業規

模、雇用形態、性別、労働組合の有無にかかわらず、賃上げのすそ野を社会全体に広げ、日本全

体の実質賃金を１％上昇軌道に乗せていこう。 

 

生活の向上には、長時間労働の是正と生活時間の確保も重要である。長時間労働を前提とした

働き方を見直し、安心してくらせる賃金の確保が不可欠である。また、人手不足も深刻さを増し

ている。人材の確保・定着をはかり、生産性を向上させるためには、持続的な「人への投資」が

必要である。生活できる賃金と働き方の改善を実現しよう。 

 

大阪では、有期・短時間・契約・派遣などで働く人々の割合が依然として高く、とりわけ低所

得者層にとっては、この物価高で厳しい生活が続いている。昨年開催された「大阪・関西万博」

を契機に、国内外から大阪への注目度は高まり、地域経済を押し上げる大きな力になることが期

待されている。この大きな変化点を迎えた大阪こそ、社会と経済をステージ転換するけん引役に

ならなければならない。 

 

いまこそ、労働組合の出番。よりよい職場、よりよい社会、よりよい未来をつくるため、私た

ちの底力を発揮しよう。労働組合があるからこそ、労使対等な交渉ができる。労働組合の存在意

義と集団的労使関係の必要性を広くアピールし、労働組合に集う仲間の輪を社会に広げよう。 

 

連合大阪は、「こだわろう！くらしの向上 ひろげよう！仲間の輪」をスローガンに、2026春

季生活闘争を最後の最後まで、粘り強く全力で闘い抜くことをここに宣言する。 

 

 

 

 

2026年 2月 27日 

連合大阪 2026春季生活闘争総決起集会 

 

 


